
（別紙３）

～ 令和７年３月２８日

（対象者数） 13 （回答者数） 6

～ 令和７年３月20日

（対象者数） 9 （回答者数） 3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・来年度からは、今まで構築してきた支援プログラムを振り

返り新しい支援につなげられるように進めています。

2

・連携を強化し療育支援も強化していきます。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・市内の療育ネットワーク会議にて調整していけるように努

めていきます。

2

3

・支援プログラムを大切にしている。 ・毎日の振り返りと毎月の職員会で話し合い、児童の成長に

あった支援が提供できるように努めています。

・個別の言語療法を毎週水曜日を中心に実施している。 ・公認心理師と言語聴覚士、二つの国家資格を持つ専門家が多

角的な視点から一人ひとりの個性とニーズに合わせた、きめ細

かな言語療法を提供します。

・言語聴覚士のアドバイスを療育に取り入れています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他

のこどもと活動する機会がありますか。

・コロナ以降難しい状況が続いていますが、入園前の交流保育

について検討しています。

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者

同士の交流の機会が設けられるなど、家族への支援がされてい

るか。また、きょうだい向けのイベントの開催等により、きょ

うだい同士の交流の機会が設けられるなど、きょうだいへの支

援がされていますか。

・保護者負担の軽減を第一に考えていますが、気軽に話せる相

談日や参観日を検討しています。

・地域のイベント情報等については、掲示して情報提供に努め

ています。

令和７年３月１０日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年3月28日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 児童発達支援事業所あすなろ園（児童発達支援）

○保護者評価実施期間
令和７年３月１０日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


